






























































































































































































Oたちいて給（538・上段・ 15)－池・肖・ 三 ・河・別
Oまかて給けるを（538・上段・ 21)－肖・国・保・前
0あゆみのきたまふに（538・下段・ 6)－横・肖・三・河・別











0さやうにか冶やかしきも（541・上段・ 14)－横 ・池・肖・ 三 ・別
Oおもふにこそ（541・上段・ 15) 池・肖・ 三 ・別
0おほつかなう（541・上段・ 19)－池・肖・三・河・別
O御ゆるしなうとも（541・上段・ 20)－横・池・ 三 ・別
0ひめ君の御ありさまもょっかはしく（541・下段・ 6）一池⑪・国・伏・
穂、
O見えんなと（541・下段・ 8)－横・池・ 三 ・別













0いっそやの給はせし （218・上段・ 22)－松・池・秀・ 三 ・肖・河・別
O侍なと（218・上段・ 3)－松・池・秀・三・肖・別





0なつかしかり（535・上段・ 5)－池・肖・ 三 ・河・別
Oこひしくおほえたまふ （535・上段・ 6）一国・穂
Oのこりゐ給ひたるを （536・上段・ 15)－肖・ 三 ・日
Oてつかひには （536・下段・ 25)－横・肖・ 三 ・別
0あらしとおもふとかたらひ給 （536・下段・ 25)－池・肖・ 三 ・別




0あゆみのきたまふに （538・下段・ 6)－横・肖・ 三 ・河・別
Oいてきなんと（539・上段・ 4)－横・池・肖・ 三 ・河・別
0わかあやまちに（540・下段・ 11)－横・池・前
0さやうにか冶やかしきも（541・上段・ 14)－横・池・肖・ 三 ・別
Oおもふにこそ（541・上段・ 15)－池・肖・ 三 ・別
0おほつかなう （541・上段・ 19)－池・肖・ 三 ・河・別












⑧同 6および小嶋莱温子「幻の「源氏物語絵巻」覚書 室町期・近世初期の f源氏物語1享受史から」
『立教大学大学院日本文学論叢j第八号、 2008・8
⑨反町茂雄編 『スペンサーコレクション蔵日本槍入本及槍本目録 増補改訂版J弘文荘、 1978
⑩小嶋菜温子「幻の「源氏物語絵巻J、宴の光と影ースベンサ一本「帯木j ・パーク本「賢木J断簡
にみるJ『季刊iichikoJNo.100、2008.10 
⑪注 6・7・8掲書など。
⑫同 2
⑬同1
⑭田口栄一「「末摘花」絵巻における物語の絵画化一源氏絵場面選択の意識とその造形化の一考察一」
鈴木一雄監修・須田哲夫編『源氏物語の鑑賞と基礎知識No.13 末摘花j至文堂、 2000
⑮池田亀鑑編『源氏物語大成j巻一、中央公論社、 1956
源氏物語別本集成刊行会編 『源氏物語別本集成j第二巻、おうふう、 1989
加藤洋介編『河内本源氏物語校異集成j風間書房、 2001
⑮源氏物語別本集成刊行会編［源氏物語別本集成続』第二巻、おうふう、 2005
⑫承応版本の本文については、中村康雄・立川美彦・田中夏陽子監修『源氏物語（絵入）J岩波書店、
1999 (CD-ROM版）を参照した。
⑬清水婦久子『源氏物語版本の研究』和泉書院、 2003
⑬本文異同を確認するにあたっては、注目 ・16掲書を参考とした（本稿で用いた略号も、基本的に各
書の表記に拠る。なお、紙幅の都合上、河内本・別本系統については、同じ本文を持つ本が多数あ
る場合、 一括して「河J.「別Jと記した。）。また、版本本文との比較においては、帯木・末摘花
上で検討した異同の中で、絵巻本文と承応版本の本文が一致する箇所のみを掲載した。なお、石山
寺本・スベンサ一本の影印は『日本絵巻物抄』（注 1掲書）を、翻刻は f在外日本絵巻の研究と資
料』（注2掲書）を、それぞれ参照した。括弧内に記した頁数および行数は、本絵巻の本文の異同
を確かめる便宜上、『在外日本絵巻の研究と資料J（注2掲書）の該当箇所を掲げた。
⑫ f源氏物語大成』所収の池田本には記載が見られないが、『源氏物語別本集成続jで確認した。
@r源氏物語大成jおよび『源氏物語別本集成続jには「補入」とある。
＊討強要旨
武井協三氏より、後水尾の代まで遡り得る可能性について理解を示すと共に、反町目録の万治三年
の問題をどう処理するのかという成立年代の同定に関する質問がなされ、発表者は現物を見ていない
ため、判断を保留した。伊藤鉄也氏からは本文の系統論への疑義が提示された。また、江戸英雄氏か
-158一
らは九条家が関わっているということの根拠について質問がなされた。発表者はこれらを今後の課題
とするとした。
? ??????
